
データベース活用法 分野別情報を探す
● 同時アクセス数　　2（混雑しているときは使用できません。利用後はログアウトを忘れずに！）
● 更新　　　　　　　随時
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野
別
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を
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す

辞書・事典で用語、
事象などを調べる

検 索 方 法

レポート・論文のテーマを設定するには、まず語句や事象の意味を正確に調査することが必要です。百科事典や辞書
のデータベースはそれらの答えを出してくれるだけでなく、関連キーワードなどがわかり、情報収集の範囲を拡げて
くれます。

POINT

ジャパンナレッジ（Japan Knowledge Lib）

図書館ウェブサイト→データベース検索（学内）アクセス

ウィキペディアは、誰でも無料で自由に編集に参加できるようになっているインターネット上の事典サイトです。不特定多数による匿名の執筆
者や編集者の投稿記事から成り立っているため、内容の信憑性や公正さについて疑問視されています。そのため、学術研究の出典として利用
するには問題があります。あくまでも参考程度にとどめておきましょう。

信憑性に欠ける!?オンライン百科事典のウィキペディア(Wikipedia)の記事…

・知恵蔵（朝日現代用語）（朝日新聞現代用語「知恵蔵」の最新版をキーワードから検索できます。）[データベース検索「聞蔵Ⅱビジュアル」でアクセス]

その他の辞書・事典のサイト 図書館ウェブサイト→データベース検索（フリーアクセス・学内）アクセス

※ 簡単に使える「基本検索」、より詳細な条件を指定したり、ひとつのコンテンツに絞った検索が可能な「詳細（個別）検索」があります。
　 その他、年表や世界地図、江戸名所図会、映像や音楽など多彩なコンテンツが集められています。

キーワード（調べたい言葉や事柄）を
入力し、【検索】ボタンをクリック。

検索

絞る
検索結果から見たい記事リスト、または
【続きを読む】をクリック。

発見
別ウィンドウで
本文ページを表示します。

まず、このボタンから
【ログイン】してください。

利用後は【ログアウト】
ボタンを押してください。

検索対象を選択できます。

・百科事典、辞書、ニュース、学術サイトリンク集などを集積したデータベースです。
・［OneLook］検索機能で、日本大百科全書、現代用語の基礎知識、日本人名大辞典、ランダムハウス英和大辞典など約20種
類の辞典、事典の横断検索ができます。また、「記事･コラム」「叢書・URL」の検索も同時に行えます。
・最新版の『会社四季報』、2010年以降の『週刊エコノミスト』の記事を検索・閲覧できます。

・三省堂 Web Dictionary
（デイリーコンサイス国語・英和・和英辞典）
 [https://www.sanseido.biz]

・コトバンク
（朝日新聞出版、講談社、小学館などの
   辞書から用語を検索できます。）
 [https://kotobank.jp/]

・goo辞書（「デジタル大辞泉」、
「プログレッシブ英和中・和英中辞典」、
「類語例解辞典」など）
 [https://dictionary.goo.ne.jp/]

・ブリタニカ大百科事典 
（英語版の百科事典）
 [https://www.britannica.com/]
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